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10 ) 腹 部 膨 満 感を主訴とした後腹膜神経鞘腫の

且 例
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(新潟大学第一一病理l

症例は69才一女̀性.本年2月半ばよL)胸部膨満感あり.

当院内科受診.腹部 t?eho､CTで後腹膜肺癌と診断 さ

れ 精査のため入院す,入院時現症.lftl液牛化学検査等

に境界明瞭な膝癌を認めた,_lfn管道断では栄養irll管が右

腎動脈基始部か1､--造断さ_ll.encasement.p()()ling等

の異常を認めず,又,腰痴内部の血管新生なし 9月19

E.~用垂壕摘出術施行 陣場土間囲組織の癒着く･打ヒ軽的疎で

鉦 ･-､た.摘出標本は6)＼fix7cln,150g.被膜明瞭で 一

部兼胸形成を認める充実性睡壕であり,病理組織学的;こ

は良性神経鞘腫であ-･亘二.後腹膜陸揚中.良性神経鞘腫

的考察を加えて報告 した.

111急件腹症で 来院 したf脚榊 F娠 し;う1例

;･! .∴ :, : I .I.I. :･

･-1 - t J ･; ● ･･､)

竹Ih 行雄 冊吊両盲院舵婦人科)

急性虫垂炎を疑い,保存的療法で経過観察 し,臨床症

状は軽快 したが,ゴナビステス ト陽性であったため産婦

たC')で報告する.

症例は26才の女~性で. 一遇間葉L/T)下腹部楠を.蔓諸手に近

医外来を受診 し.急性虫垂炎も疑わかるため当村-紹 介

さI'1た.初診時.血Ff三10O.I;'6()m mHg,全身状態良好で.

肘軌 反跳圧痛を右下腹部に強 く認めたが,末的lrlu十沌L

球数 1̀500!m m 3 とrjlfrl球増多はなく,貧血も著明では

ないたLt).抗生剤投与により経過観察とした.入院第 3

日には旺痛,自発痛とも軽減 したが,入院第4FlにII+

ビステスト施行 したところ陽性であったので,翌Fl,産

婦人科へ紹介したところ,子宮外妊娠と診断され 同札

手術施行された.手術所見では,妊卵は子宮前壁か(-)右

子宮広間膜にかけての腹膜に着床 しており,腹腔妊娠と

診断され掃出された.

12)イレウスFl'馴如IF_例の検討
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1979年6月より19鎌)年 9月まで当村で開腹手術 した

悪性新生物,輿-ルエア鱗頓,小児腺豪騎疫,術後麻痔

性 †しノrTJスを除いた単純性 LTレT17-L35例.耗鋸性 lLT17

ス16例に3例の上腕F]t明菜動脈閉塞症を加えて検討 した.

絞拍f'_i_I.,lLウ7ur7)10例が血行障害L7)た入明培切除が施行さ

れていじ .l二腸間膜動脈閉塞症の2例に腺 大鼓切除が施

行され 1例は血栓除去術を施行 し腸大観切除を避けた

が術後残存空腹は萎縮 し結局短腺症侯群となった.鮫拒

性 †し･ト(.上腸間膜動脈閉塞症LJ)早期診断が望7Lt-来た.

単純性 †Lrtl~人に比べ耗振作 ･rLr171こく､__川島間膜動脈閉

塞症では鍵滴剤無効例,代謝性アシド-シス例が多い憾

向にあり.綾部単純X線所見は無jI-く1'Lj,ス.Ps(1u(･1-

otul･T10rSigll(+)例が絞振性 .rL-rt/スに多い使rLLi];こか ､

たが,Cl＼ 超音波診断なLL:も有ju十考:lr_iL-わた.

･い言･t･.H.･-H･.l･-1･ll州い日..I.

･､! ､了 ! . ･ .･

消化管吻合は腹部外科手術をこおける路も的手技であり,

外科医甘各自消化管吻合法に独針,7)経験的 r二大を加えて

いる.筆者もlO数年前看.::渡婦を助手に術署 1/､ハ体制で,

穿孔潰晦や腸閉塞等L･7)緊急手術をする機会に恵まれ こ

の経験の車で工来 した消化管吻合法を今回チタチタ吻合

法として報告 した.

ある.チタチタ吻合では奨膜縫食後 1cm ほどの切開を

加え,部分全層縫合とし.以後順次こLLl)部/I)縫合を繰 E)

返 し,吻合を完成する.胃 ･仁∴指腸吻合,小腹 ･小腸

吻合.小腸 ･大腸吻合.更に脂呼饗fiU3層閉鎖法を例示

する.部分縫合LT)繰 E)返 しである十')+ I/吻合法i･二は,

1:層々接合に部位 ･状態により全層縫合, Ganlbee

縫合,縦て1.,卜しス縫合の選択が,2:内陸狭窄防止と

して斜吻合(･T)採用や内反部分の平坦化-LJ)工夫が,3:

血行障害対策!二Lて止血程度の結集 (吻合結染)や縫し､

代の最短化-の工素がし易い利点を挙げられる生


